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第1章 規  格  

1－1 概 要   

エー・ アソトデイモデルER－182Aはデさアル・レンジを採用し0．01呼感度  

（32ダまで）の計胱を可能にした分析用セミ・ミクロ昭子天びんです。スパンの   

自動校iE、タγチ・キイによる風袋引き、180ダ／32グレソジの切換などができ、  

容易に正確な計盈が行なえます。また外部スイタチによる風袋引きのための入力端  

子、床下秤最金具をも標準装備され、オブシ．ソのパラレルBCD出力、シリアル   

出力と共に広範囲な応用が可能となっています。  

【2）一般仕様  

般 大 坪 免＊   】80ダ   32 ダ   

般 小 者 示   0．1叩   0．01呼   

再現性（標準偏重）   0．1叩   0．02叩   

直  線  性   ±0．2叩   ±0．031呼   

安定所要時間   約5秒   約8秒   

感度ドリ フト   士2肝／℃（10℃～30℃）   

動 作 温 度   5℃′・一40℃   

剤・免 皿 寸 法   75mm¢   

押 政 審 寸 法   178（W）×154（D）×186（H）m   

外 形 寸 法   195（W）×411（D）×266（H）耶   

電  100VAC（！ig霊）50／60H乙約11VA   

寵 源  約11Kダ   

t－2 仕 様   

（1〉 開 成   

Jl・天びん本体   

2．計  盈  皿   

3．皿  受  け  

4．風防リ ン′ グ  

5．電源ケーブル  
＊最大表示 ±i800010／±3200010  

6． ビニール・カバー  

7．ヒューズ（0．2Aタイムラグ）  

1－3 オプション   

（1）OP－01…・∴…パラレ／用CD出ガ  

（2）OP－03…・・・…シリアル出力（RS－232C、カレソトリレーブ）－  

O 8・取扱説明雷  

－1一  －2 －   



第2奪 取扱方法  

2－1 使用上の注意  

ER－182Aは位小乗示0．01呵の漏感度の天びんです○将度よく計足するために   

は使用塀墳、取扱方法には充分な注意が必要です。以下の点には常に注意して御使   

用になってください。  

（1）夙を避ける  

ER－182Aは風防と一体化された構造を持っていますが、．エア・コソディ  

シ岬ナなどの凪が当たるような場所での阻紬ま避けてください0止むを．禅ない  

嘲合には天びん周囲に囲いをつけるなどの工夫をお敵い致します。  

（2）開脚温度・湿度  

温度・湿度の変化は天びんの計飢偶に影野を与えますこ温度牒度など瑠墳の  

射ヒの少ない場所でお使いください。環境ゐ変化が汲められた場合にはス′くソ  

のキャリプレーシ。ソをお勧めします。  

ほ〉 秤放寵引戸の開閉●  

秤軌室内の空気の流れは直接計放皿に影野を与えます。引戸の開閉は静かに、  

また計盈物の皿への載せ下ろし時にも秤虫垂内の空気に乱流を起こさないよう  

ていねいに取摺ってください。   

（4）振動のない切所で使う   

外部振動は極力避けてください。また力を加えてたわむような台上も掛ナて◆く  

ださい0なお外部振動の彫肇があると考えられる場合リア面ディ，プ・スイ，  

チ‰6をONにしてください（2－5項）。安定所零時間は長くなりますが振  

動の彫轡を少なくできます。  

2－2 準 備  

（1】天びんを外部振動、見などを受けない平らな台に設医してください。  

また直射日光の当る所、ほこりり多い場所などは避けてください。  

（2）天びん底面の足コマを回して、水平縛の免泡が円の中心にくるよう粥解してく  

ださい。（固l）  
－  

（3I図1にあるように、皿†受け、計放肌を本体の皿受け軸にのせてください。  

（4）電源ケーブルをノイズが発生しやすい臓器とは別系統のAClOOV（50／601Tz）   

に接凱て、国キイの右上のラノブが点灯す去のを．確認しでください。  
このとき  と表示されるときがありますが故障ではありません。  P⊥r仔圧   

軸表示がでたまま電渾ケーブルをはずし、一再度接続した場合や、停電があった  

場合などに  P－一打化  の表示がでます。  

（引 キャリプレーシ亡・ソを行なってください。   

曜源ケーブル接続後2時間以上のり●；－ム・アップ時間をとってください。   

方法については、2－3項（4）で脱明してあります。  

キイ キイ キイ  

図1 各部名称   

ー3 －  一4 －  



2－3 操 作  

（1）電源投入  

電源ケーブルを接続し、  

前面  

さ掛  キイ右上のラソプが点灯した時点で、天びん  

本体に電源が供給されます。  

安定した計鼎結果を得るため電源投入後2時間以上のウd・－ム・アップ時間  

を取ることをお勧めします。  

また天びん内部の温匿を一定に保つためにも電源を供給したままにしておいて  

ください。  

12）操作手順  

1．何の表示もされていない、または  P－F符号  と表示されている状態   

キイを押してください。  

約5秒間すべての表示が点灯します。   

ただし、計庇皿が正しくセットされていなかったり、押傲以上のものを収せ   

たままですとエラー来示（2－4項参照）となります○   

次に小数点を続いて消灯し、内部での計蚤値が安定した快癒盛衰示がでます。   

表示ON時は180グレソジになります。32グレソジで使用の場合函   

キイで切換えてください。  

2．被計量物を計最皿上に仮せる前にロ垂亘］キイを押して表示をゼロにしま   

す。   

風袋があるときは、風袋を計鼻mに収せてからキイを押してください。  

3、被計量物を計量皿に載せます。表示値が変化し、安定すると安定検出マーク  

（囲2）が点灯（もしくは消灯デします。そのときの値が拡綻値を示します。   
井本体背面の内部設定ディップ・スイッチ（図2）により、安定すると安定  

検出マークが消灯するように設定できます。（2－5項（3〉）  

襲面  

データ出力  電源コネクタ   

キイを押し、表示をゼロにしてお使い下さい0  4．必熟こ応じて  TARE  

このキイを押すと、表示は小数点を除いて消灯し、内部での計量値が安定す  

るまで統きます。  

（3）外鄭入力による風袋の消去  

外部入力を用いて風袋の消去あるいは表示のゼロ・セットができます。   

本体背面の‘‘EXT．TARE’，端子①③聞にスイγチなどを接続してください。   

（図2裏面）。  

－6一   

図2 パネル両  

－5－  



2－ヰ 表示の脱明  

（1I盛砂蓑示  

マイナス符号つきです。またプラス、ゼロのときは無符号となります。上位桁  

不変ゼpは点灯しません。   

（2〉 安定検山中の表示  

天びん内部で重量値が安定と判断した場合、安定検出マークが点灯（もしくは   

椚灯）します。（2－5項（3））  

安定状態であると判断するための安定検出欄は内部設定ディップ・スイ ご′チに   

より切り換えることができます。（2－5項（4I）  

キイを押したときと同じ動作をします。  シ。－トの人力で  TARE   

t4Iスパンのキャリプレーシロ：／  

二 

－二 
＿＿＝  

しレバーがおりたままですと亡斤1 ∩8と表示します。  
－ キャリプレーシt－ソ・レバー を静かにおろします。   

一安定待ちです。   

－ キャリプレーシロン・レバー を静かにあげます。  

rβ【Jn  

安定表示  

ニコー安定待ちです。  rβエ  衷示が安定している。  ▼Jβ．ββββタ  

二∴＿シけソが僻了し抽  安定表示が  
つかない   マ用．ββ〝即   来示が安定していない。  

t3）股大表示を越えた場合  

1－2項にある．敵表示を越えると⊂二□またはE□と表示します。  

（4）初期荷重の異状   

計駄肌、皿受けが成っていないとき、あるいは正しくセγトされていないとき   

⊂亘］と表示します。  

※注）1度キャリプレーシ！，ソを行なうと電源を切ってもその内容は保持さ  

れますので毎回行なう必要はありません。  

ただし、使用税所、温度など環境が変わった場合は、キャリプレーシー  

ソが必要です。  

キャリプレーシ，ンは20℃－25℃ の環境で行うよう注意してくだ  

さい。   

「銅の表示がでた場合は、衆示を一度OFFとし操作上  

の誤まりがないことを確認してから表示をONとし、もう1庇キャリ  

プレーシ′ヨ＋ンを行なってください。  

本体に内鼓された校正分銅の値は本体左下に明記してあります（回5）○  

2－5 内部設定  

使用上の便宜のために、教権の内部設定があります。   

内部設定用のディγプ・スイノチは本体背面にあります。（図2）   

股能は次の真のようになっています。  

－8一   ー7－  



（5）校正分銅貯差補正値の設定  

鮮差の明確な基準分銅があれば、天びん内部の校正用分銅の再校正ができ  

ます。  

1．兆準分銅（100ダ土】．5巧以l月）の解差に天びんの勝差補正仇をディ  

ップ・スイッチで般足します。  

2．その基準分銅でスパンのキャリプレーシd：／を行ないます（2→3（4偶  

においてキャリプレーシロン・レバーのかわりに基準分銅憶11IL上に耽せ  

下ろします）。  

3．ゼP表示を確認の上キャリプレーシpン′・ l∴バーを下げ、内部校正用分  

銅の計飽を行ないます。  

4．その計低値を天びんの距蓬補正値として設定しなおします。  

粁遊補正値の設定方法は次の過りです。  

1．ディップ・スイッチ恥5をONにします。表示は現在内部に記憶されて  

いる補正値となります（サイド銘板に明記されています。図5 p22）  

ただし、このままスイッチ恥5をOFFにすれば舐見表示にもどり器差  

補正の記憶値は変わりません。   

2．スイ，チ‰50Nのまま［：巨亘ヨキイを押すと、ディ，プ・スイッチ  

Nnl～4、恥6は補正値設定用スイッチとなり、表示はそれらのスイッ  

チの設定状態の点滅表示になります。  

3．次ページの真に従ってディ ップ・スイッチを設定します。  

例 ①100．0005ダ 恥1．3．6……OFF N吼2．4……ON  

② 99．9989ダ N瓜1．2，4……OFF 恥3，6……ON  

．慮   設 定 項 目   スイ タチOFF  スイ ッチON   

口  オート・プリ ント  実行しない   円 u  実行する   β   

2  衣 示 間 隔  鳩秒   円 u  旭秒   β●   

3  安定検出マーク  安定時に点灯  口 u  安定時に消灯  17 U   

4  安 定 検 出 幅  ±2カウント   ～  ±4カウソト  ヤ   

5  授il三分網野姦補正  実行しない   J u  巽行する   17  
U   

6  平均化時間   6秒   J u  12秒   
lT U   

†＋†  祈校正分備の器羞補正終了時にディップ・   

スイッチの状態が上の衷のように表示されます（2－5項（5）参照）。  

例） Nm 6 51a 2l  

dJJ～JJ／  （デイブプ・スイッチすべてOFF）  

初拍荷明はすべてOFFの状態になっています。   

（1）オート・プリソトの設定  

これについては2－7項で説明してあります。  

（2I表示間隔の設定  

表示柄を再き換える時間間隔の設定です。OFFのときは、表示偶の変化が   

大きいとき旭秒で、酎ヒが小さくなると旭秒間隔で表示を轟き換えます。  

はかり込み作業に適しています。   

（3I安延検損マークの設定  

安定検出マークが安定時に点灯するのか、あるいは消灯するのかを設定しま  

す。  

（4I安定検出碩の設定   

計丑値の変化が、設定されたカウント欄内にある状態が約1秒間続くと、安  

定状態と判断します○  

一9一  ー10－   



（6）平均化Il割とりの設定  

天びんの表示値は、ある一定時間の平均値を袈わしています。  

その平均化の時間を設定するスイ ノチです。  

組 これらの内部設定は使用環境、条件に応じて設定してください。  

補正値   スイ ッチNo．   

叩   1 2 3 4   

0．0   0 0 0 0   

0．1   ● 0 0 0   

0．2   ○ ● 0 0   

0．3   ● ● 0 0   

0．4   （⊃ ○ ● ○   

0．5   ● ○ ● ○   

0．6   ○ ● ● ○   

0．7   ● ● ● ○   

0．8   0 0 0 ●   

0．9   ● 0 0 ●   

1．0   ○ ● ○ ●   

1．1   ● ● ○ ●   

1．2   0 0 ● ●   

1．3   ● ○ ● ●   

1．4   ○ ● ● ●   

1．5   ● ● ● ●   

極性  スイッチN仇   6   

＋   ●  

○  

2－6 床下計畳   

ER－Aシリーズ電子天びんを用いて床下計銃ができます。  

1．天びん本体底面の政義を取ります。ほぼ中央にフックが見えます。   

2．天びんを適当な台の上に設問し、皿受け、計盛皿を載せてください。   

3．床下フックに適当な計鼠皿を釣り下げて計放してください。  

輔 床下計舵を正確に行なうためには、周囲の環境には充分注意してく  

ださい。  

● スイ ッチ OFF  

O スイツチ ON  

基準値100．000ダ に対する   

土＠・＠呼で舘差補正値を表   

わします。  

泥
流
∴
∴
∵
Ⅷ
 
 

6
 
 

士
…
…
 

山
 
 
 
 
 
 
 
 
N
 
 

この設定の間表示は点滅状態   

です。  

4．スイ ッチN吼5をOFFにしてください。約1秒間鰐遊椰正設定値の点灯  

状態の後、ディップ・スイッチによる内部設定の状態表示となります。  

この表示を見ながら通常（使用時）の設定にもどします。  

図3 床下計丑  

キイを押すと、罷免表示にもどり推差補正の紋定は終了し  

－11－  一12－   



2．オート・プリソト・モード切り換え  

本体蘭画のディップ・スイッチ 仙1（図2）によりプリソト・コマソドの出  

力が次の通りになります。  

● OFF  

プリント・コマ∵／ドは表示と同じ間隔で出力されます。（2－5項）  

● ON（オート・プリソト・モード）  

オート・プリント扱値が働きます。つまり  

2一丁  オプションの脱明  

＝）OP－OLパラレル8CD出力  

カープシ 打ノとして、パラレルBCDLl，1力が用点されています。  

プリンタAD一計‖4Bに接続できます。  

1．†．i弓・表  

肯 信   号   ビン 恥  倍  号   

1†．一号グランド  

28 4 
1。。  

タ  

29  8   

5 S 2l 3210り 41d   

26  口  

30  

32  31  

33  安定検山中   61 7210l 8l／l               9 8  
ア  

101 ……t…102  

l タ   14il 152103 164  42  極性（1一Ili）   

43  10l   

18il       三3ぎ…104  44 45  壁小数点設定桁 103   

47  0VER  

48  梅性禁止（通常Hi）  
49  プリント・コマ㌧／ド   

251日  ……！…1。5  50  BUSY（入力）   

≠TTLレベル  

11三晶理   

ファン・アウト3   

適合コネクタ  

JA：57－30500   

安定検山中   

安定状感Hi   

榛性  

－ト l1i  

－ Lo   

小数点  

該当桁のみLo   

プリント・コマンド  

約1．3msee正パルス   

極性禁1ヒ  

ゼロ表示  

一 表示  

TARE動作中に  

Loになります。   

BUSY（入力）  

ファソ・イソI  

Loレベル入力中は  

データが保持されま  

す。  

蓑示が±10カウントを越え安定検出中が約1秒間  

継続したとき  

プリント・コマンドが1パルスだけ出力されます。披計金物を  

皿からおろし  

表示が±10カウント以下  

になると次のプリント・コマンドが出力できる状態にもどります。  

なお、データは表示と同じ間隔で甫き換えられています。  

ー14－   －13－  



（2）op－03シリアル出力  

HR－Aシリーズ昭子天びんを′く－ソナル・コンビさ一夕等と接続し、計塵データ   

の転送、外部機器からの天びんのコントP－ルが行なえるインターフェイスであり   

入出力はEIAIもS－232Cおよびカレソトループに準拠したものです。   

1．インターフホイス仕様  

3．ディジタル・プリンタAD－8114Bに接続  

天びんのBCDデータ出力とAD－8114Bの  INPUT A  とを接続しますム  

接続ケーブルは  （別売）または相当品を使用してください。  KO：145  

AD－8114Bの榔助股定は下袈のように設定してください。  

SWl  設 定   

ON   

2   ON   

3   OFF   

4   OFF   

5   ON   

6   ON   

7   OFF   

8   OFF   

SW2  設 定   

OFF溝   

2   OFF≠   

3   OFF   

4   OFF   

5   OFF   

6   ON 甘   

7   ON   

8   OFF   

（》 方  式  EIA RS－232C   

20mA カレソトリレープ（蝕SSIVE）  

半二束、調歩剛明式（非同期式）  

ボーレート 600／2400／4800BPS  

（ディップ・スイッチにより切り換え可）  

データ■ ビ ット ‥・……  7   

′ミリティ・ビット……… 1（EVEN）  

ストップ・ビット・……・・ 1  

使用 コ ード……… ASCII  

② 伝送方式  

③ 信号形式  

≠使い方で逆に設定することもあります。  

人D－811487Pソト面のMAN／EXでは、オート・プリント・モードOFF  

のときMANに設定し プリソタのPRINTスイッチにて印字して下さい。  

またオートプリント・モードONのときはEXTに設定すれば自動印字がで  

きます。  

論理  RS－232C  カレント・ループ  口  －5V一－－15V  20mA  0  ＋5V一〉＋15V  OmA   

汚；注）プリンタ使用上の詳細は、AD－8114Bの取扱説明背をご覧ください。  
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◎ データ・フォーマット  

表  示   転 送 デ ー タ   

且βββββ  ート 00．0 0000   

J～ゴヤ5古  ＋ 012．3456   

－Jβa7βタβ  －100．7890   

F   ＋ 9999999Ⅰ；＋19■檜   

ーF   －9999999E＋19★  

ヽ   ／  ＊  
TERMINATOR  DATA  

★TERMINATORはくCR〉くLF〉もしくはくCR〉のいずれかです。  

HEADERは次の4種です。  

OL……… オーバー・P－ド  

ST…・・…・ 安定（STABLE） である   

US……… 不安定（UNSTABLE）である  

EC・……‥ その他（内部設定、ERRORコードなど）  

DAT＾はASCIIの数字とします。ただし、次の文字を含みます。  

1・  2BH  

2DI・I  

」」  20H  

2EH  

E  45HHH 

DATAの長さはフリーで、次の構文図式で表わせます。  

★ヘッダはOLとなります。  

2，コンパクト・プリンタ（AD－8116）との接鋭  

OP－03のRS－232Cコネクタ（圃4）と人D－8116 とをプリンタ付属の   

ケーブル（KO：256）で接続してください。OP－03のディップ・スインチは   

ユ、2をON、3～6をOFFとします（出荷時の設定は、このようになメて   

います）。  

また印字方法により下表のように天びんとプリンタを設定します。  

ER－A  AD－8116  
印 字 方 法  （本体）  

ディγプ・スイッチ恥1  MODEスイッチ   

PRINTキイによる印字   OFF   2   

自  動  印‘ 字   ON   

計塵データは次のようになります。  

（プリンタ使用上の絆細は、AD－8116の取扱説明宵をご覧ください。）  
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（パーソナル■コンビ1－タ・メーカでモデム用または音響カプラ等との  

接続用として販売しているものをご使用ください（例 PC－CA－601  

（NI；C）、ケーブルセット♯705、♯724（EPSON）等）。  

★コソピュータの機椀によっては、倍号がP19と輿なる配列のものもあ   

ります。  

DIN 7P コネクタ  
（カレント・ループ）  

RS－232C コネクタ  

囲4 0P－03コネクタ部  適合コネクタ（別売） 8JA：HDB－25P（プラグ）  

8JA：HDB－CTF（カノく－）  
1対  

3．パーソナ′いコンピュータ等との接続  

OP－03と′し－ソナル・コンピュータ等の旗枕に関しては、この取扱説明掲の   

ほか接続される機器の取扱説明書等を熟読し、充分ご理解の上ご使用くださ  

い。   

（〕情母名、信号方向及びビン接続  

4．信号名とその機能  

OP－03におけるRS－232Cの信号名とその意味を下の蓑に示します。  

ピソNl  情号名  侶号の方向   信号の意味   

FG  フレームグランド   

2  RXD  入 力  受信データ   

3  TXD  出 力  送倍データ   

4  RTS  入 力  送信要求   

5  CTS  出 力  送信許可   

6  DSR  出 力  データ・セット・レディ   

7  岳G  倍号ダラソド   

8  CD  出 力  キャリア検出   

★信号の方向は   

OP－03から   

見たものです。  

1）TXD   

データの受倍を行なうもので、負論理入力です。   

2）RXD   

データの送信を行なうもので、免論理出力です。   

3）RTS   

外部椒叩から送盾を要求するもので、ストリーム・モードのときのみ開係   

します。（2－7項（2）の7）  

－20－   

DTE  DCE  

通常上記のように1～8ビンを1対1で接続します。  
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カレソト・ループはPASSlVEタイプですので20mAの電源は外部でご   

用濃ください。  

カレント・ルーブはIll力のみで、RS－232Cと同一データを送佑します。   

DINプラグ（付鵬品） TCPO576（岨電器製造㈱）   

6，内部設定   

転送速臥転送モード、クーミネイタ等の切換はOP－03ボード上の6挺の   

ディップ・スイγチで行ないます。  

切換方法   

（1）電源ケー7■ルを確契に抜きます。   

（2）天びん底面のリア・ケース止めビスをはずします。（因3）   

（引 左右のガラスが落ちないよう注意しながらり．ア・ケースを後カにずらし  

ますけ   

（4）本体左側耐こディップ・スイッチがあります。（国5）  

4）CTS  

外部磯器に対し、送信を許可するか否かの信号で“プラス電位’’で送信を  

許可します。OP－03では、1つのコマ∵／ドが受信されてからそのコマン  

ドの実行が完了するまで（エラーが生じた嘲合はエラー処理が終わるまで）  

は送倍を許可しません。（マイナス鴨位）  

5）DSR、CD  

天びんに電源が供給されていれば常に“プラス電位”です。   

5．インターフェイス部回路  

本掛まDCE（Data Communieation Equipment）となっており、   

そのインターフェイス部の構成を下に示します。  

ディップ・スイッチ  

図5 0P－03、内部設定ディップ・スイッチ  
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ディップ・スイッチの機能は下の衷のようになっています。  カレント・ループは送倍のみでコマンドの入力は行なえません。  

このモードの切換えは、スイッチ仙2で行ないます。   

㊥ コマソド完了信号及びエラー・コードの送倍機能  

恥4がONのとき、データ送出コマンド（疇READ－I、¶MON－，およぴ  

●   t・WTM・，コマンド≠）以外のコ÷ンドを受僻し、天びんがコマンドの発  

行を完了したときには、指定されたクーミネイタ（＜CR＞または＜CR＞  

＜LF＞）のみを送信し、コマソドの完了を知らせます。  

また、コマソドの受信から実行までの間に何らかのエラーが生じたとき  

は、エラー・ コードを送信します。（29ページ）  

≠データ送出コマ∵′ドではデーターの送信がコマソドの完了となります。   

⑤ タイム・アウト制限  

クーミネイタでないキャラタクを安倍した酪、次のスタート・ビ，トが  

安倍されるまでの時間が300ms以上あったとき、タイム・アウトのエ  

ラーとなります。  

軋5のスイγチをONにしますと、この時間制限がなくなります。’   

（′く－－ ソナル・コンピュータでは通常クーミネイタまでのキャラクタは  

連続して送信します○通常このスイッチはOFFのままお使いください。）   

7．ストリーム・モード   

このモードではデータを自動的に出力します。天びん本体のディタブ・ス   

イッチ馳1、がOFFでは連続して、ONではオート・プリントの条件（2   

－7項参照）が成立するごとに出力されます。   

また、上記ディ，プ・スイ，チ軋1がOFFでは、OP－03上のディ，   

プ・スイッチ恥4、5によりデータの送信のコソトロールが行なえます。  

N皿  機   能   OFF   O N   説  明   

口  ポ・－レイト（l）  6008PS  2408／4800BPS  6わ①参照   

2  転送モ ード  コマンド・モード  ストリーム・モード  6 の③参照   

3  ター ミ ネイタ  ＜Ctも＞＜LF＞  ＜Clも＞   6 の②参照   

ストリーム・モード  

時送信停止入力   
外部スイ ッ チ  RTS信号  7  参照  

4                  コマンド・モー  

讐‾●  送信しない   送倍する  6 の④参照   

ストリーム・モ  

停  止   単  発  7   参照  

無 制 限  6 の⑤参照   

5   彦左？箪義信の  4800BPS  6 の（D参照  

糖出荷時は1，2がON、3－6がOFF（2400Ⅰ王PS、ストリーム・モー ド、   

クーミネイタ＜CR＞＜LF＞）となっています。   

① ボーレイト  

ボーレイト   Ihl   ‰ 6   

600 BPS  OFF  

2400 8PS  ON   OFF   

4800Ⅰ】PS  ON   ON   

＊接続する挽掛こ合わせ   

て左の衷のように設定   

してください。  

（診クーミネイタ   

送侶データ、あるいはコマンド入力の区切りを示すもので接続する機常  

に合わせて選択してください。（スイッチ恥3）   

（動 転送モード   

外部機器からのコマンドにより各種データを送信するコ‥マ∵ンド・モード  

と．コマンドに関係なくデータを出力するストリーム・モードがあります。  

－23－  －24－   



軋4  N乱5   機  能   

OFF  OFF  外部スイッチを閉じている間送盾が停止します。   

ON  OFF  RTS伯母をれマイナス電位けとしている間送倍が停止します。  

外部スイγチがOFFからONになったとき1つのデータの  

ON      み送倍します。（OFF、ONとも30汀B以上必酵です。）  

ONコrrンド及び次の2）で述べるOFFコマンドは、   

キイと同様の働きをします。   

2）OFFコマソド  

OFF＜TERM＞   

天びんがONのとき、このコて∵／ドにより天びんはOFFになります0   

3）TAREコマンド  軸 外部スイッチの入力はDINコネクタの1－4間です○（P・19回  

路図）  

また外部スイッチは＋5VにプルアップされていますのでTTL、  

トラソジスタ等による駆動も可能です。   

8．コマ∴／ド・モード  

コマンド・モードでは、外部臓器よりコマ∵／ド入力されることにより天びん   

のコントP－ル、データの転送が行なわれます。   

（カレント・ループによるコて∵／ド入力はできません。）   

1つのコマこ／ドが入力されると、そのコマンドの実行が完了するまでCTS   

信号は【マイナス電位◆■に保たれ、その間に送られたっマンドは無視されま   

す。  

Q）各軸コマ：／ド  

各種コマこ／ドの入力形式、肋作等を詳述します。なお＜TRltM＞ と示さ  

れるのはクーミネイタで、＜CR＞または＜CR＞＜LF＞で、これはディ  

ップ・スイッチにより選択された一方を必ず付加してください。  

1）ONコマソド  

TARE＜TERM＞  

風袋引きを行ない、表示をゼロにします（本体の  キイと同じ   TARE  

働き）。   

本体が風袋引きを完了するには、約1秒以上（環境如こより長くなるこ  

とがあります）かかります。  

TAREニマンドでは、襲示がゼロになるまでは実行完了とみなしません   

ので、ゼPとなるまでCTS信号は－■マイナス電位▼■となっています。  

4）データ洗出しコマソド  

READ＜TERM＞   

このコマンドを受け取った直後の東亜データを送出します。   

データの転送は、本体のプリント・コrrンド信号によりますのでオート   

・プリント機船（本体背面のディップ・スイッチ恥1）がONのときに   

は狂恋が必要です。   

すなわちゼロ付近の値、または非安定の状態ではプリント・コマ∵／ドが   

出力されないため、READコマンドが実行完了しないことになります。   

オート・プリントの詳細は、14ページをご覧ください。  

5）校正脚始コマンド  ON＜TERM＞   

CAL＜TERM＞  天びんの襲示がOFFのとき、このコマンドにより天びんはONとなり、   

計罷可能となります。  

償OP・－03ならびに天びん本体は、天びん本体に電源が供給されている  

天びん本体はキャリプレーシ。ソのモードに入ります。以後の手順  

（校正用分銅の耽せ降し）は手動ですので、2－3項（4）の説明に従っ  

てください。  
二葺  キイ右＿lこのラノブが点灯している）、天び  lijIは動作状態であり（  

ん棚の厨  キイは計盈可能（表示する）を示すものです。  
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8）ローカル股定コマソド  6）校正分銅貯差補正コマンド  

LOC＜TEW＞   士はいずれか一方、＠は数字  CWT士＠．＠＜TERM＞   

リモート改定状態から、天びん本体のディップ・スイッチの設定にもど  

すためのコマソドです。   

天びんがONとなったときは、自動的にローカル設定となっていますか  

ら、ローカルで使用する幼合に、このコマンドを契行させる必要はあり  

ません。   

9）設定モニタ・コ1∵／ド  

校正用分銅の給養補正のためのコマソドです。  

2－5項（5）で述べたことがこのコマンド1つで行なえます0  

土＠．＠は、100．0000ダに対する分銅の英の瞥見を0．1嘲Il位で入力  

します（－1．5呵－＋1．5呼）。  

例）分銅質量が100．0003Fの場合  

CWT・ト0．3＜TERM＞ と入力します。   

なお、100．0000ダの勒合は、＋0．0としてください。   

このコ1∵／ドの実行完了は、本体にTAREがかかったことにより示さ   

れます。   

また、このコマンドによって与えられた補正値は、天びん本体がOFF   

となったとき、喝群が断たれた場合も保存されます0  

7）リモート設定コマンド  

MON＜TERM＞  

天びん本体の設定状態を送出するコマソドです。  

送出されるのは、7）の－■RMT”コマ∵／ドが可能な4つの機能で、t－R  

MT”入力例の襲の数字で送出されます。  

この時のHEADERは、ECとなります。  

（例：EC．3210＜TERM＞）  

このコマンドは、リモート設定、ローカル設定のどちらでも可能です。  

10）校正分銅器益モニタ・コマンド  

（多は数字  RMT＠＠＠＠く■TlヨRM＞   

天びんの内部設定を外部より行なうっマソドですd  

天びん本体背面のディップ・スイッチにより設定できるもののうち、平  

均化時間、安定検出桶、高速表示、オートプリソトの4つがこのコマ  

ソドにより外部より変更可能です（給養補正はOFF、安定マークはこ  

のコ1∵／ド入力削iIの状態を保持し、天びん本体をOFFするか、8）  

で述べるMLOCりコマンドを契行しない限りディップ・スイッチの設  

定は無視されます）。  

入力は次のようにします。  

例：RMT3 210 ＜TERM＞  

WTM＜TERM＞   

天びんが記憶している校正用分銅器差榔正値を送出するコマンドです。  

データは6）の憫CWT■1コマソド入力と同じ形式（士㊥．㊥）、また、  

fIEADERは、ECとなります。補正値0．0呵のときは＋0．0となりま  

す。   

11）RANGE コ，1ソド  

RNG＜TERM＞  
180クレソジと32クレソジを切り換えます（本体の  キイと  RANGJ弓  

1≒ 
＝  

同じ働きをします）。  

② コマンドが契行されない場合  

次のような場合は、コマンドが実行されません。  

1）天びんがOFFの時、t－ON■一コマ∵／ド以外は巽行不他■   

2）天びんが通常の計亜状態でないとき（キャリプレーシpソ中、校正分銅  
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得差補正中、風袋引き中（表示が小数点のみ点灯）など）、qOFF”  

コ‥マ∵ンド以外は英行不能。（風袋引き中のMREADMコマンドは実行可  

能）   

3）ディップ・スイッチ瀧足諺ホ中は叩OFF■I、t－TARE；■■ コマンド以外  

は異行不能。   

4）1つのコマ∴／ドが愛情さItてからそのコマ∵／ドの契行が完了するまで  

（エラーが生じた場合はエラー処理が終わるまで）は、CTS信号を“・マ  

イナス電位’■とし、外部機器からの送信を許可しません○  

この期間中にコマこ／ドが送信されても何のアクシロンも起こしません○  

③エラー・コード  

エラー・コードのヘッダーはECで、コードは慎E什と1桁の数字で示さ  

れます。  

エラーの穐斯とそのコードは次のようになります。   

1）バリティ・エラー  EO  

交情データのパリティが－・致しないことを衰わします。   

2）未定魂コマンド・エラー  El  

コマ∴／ド入力の適いなど指定された入力形式と一致しないことを表わし  

ます。   

3）実行不能状態のエラー  E2  

天びんがコマンドを奨行できない状態にあることを示します。  

（紳項の「コマンドが実行されない場合」を参照。）  

1）～3）までのエラーはコマ∵／ドのクーミネイタ受信後判断されます0   

4）タイム・アウト・エラー  E－3  

（6の（9「タイム・アウト制限」を参照。）   

5）キャラクタ・オーバー・エラー  E4  

10キャラクタ以内にクーミネイタが受信されないとこのエラーとなりま  

す。   

6）ダーミネイク，エラー  E5  

指定のクーミネイタが＜Ctモ＞＜LF＞のとき、＜LF＞のみ受信された  

こと（＜CR＞が送信されていないこと）を襲わします。  
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付1．コマンド一覧  

コマソド形式償   機 能    そ の 他   

ONON 天びんをONします。   

OFF   天びんをOFFします。   

TARE   風袋引きを行ないます。   

CAL   キャリプレーショソのモードにはいります。   

RNG   180グレソジと32グレンジとを切り換えます。   

CWT土＠．＠  キャリプレーシ。ソ用分銅の器豊補正を行ないます。   

RMT由＠＠＠  天びん本◆体の内部設定を外部より行ないます。   

LOC   天びん本体の内部設定をディップ・スイッチにもどします。   

READ   計紐データを送出します。   

MON   天びん本体の内部設定の状態を送出します。   

WTM   キャリプレーシ〃ソ用分銅の楷差補正値を送出します。  

★コマンドのクーミネイタ＜CR＞＜LF＞または＜CR＞を必ず付加してくだ  

さい。  

＃鶉以上のコマソド選出後はディレイルーチソを入れてください。  

付之 エラー・コード一覧  

エラー・コード   エ ラ ー  の 粒顆   

EO   パリティー・エラー   

El   未定義 コマソド・エラー   

E2   棄行不能状態   

E3   タイム・アウト・エラー   

E4   キャラクタ・オー′く－ ・エラー   

E5   クー ミ ネイタ・エラー   
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付さ．使 用 例  

木器を、PC9801（NEC）、HC－20（EPSON）と接続する場合の使用  

例です。  

a．路 線  

2－5項（2Jの3を参照して結線を行なってください。  

b．設 定  

水野：ボー レイト  任  悲（出荷時2400ポー）  

モ  ー   ド  コ マ ン ド （出荷時ストリーム）  

クーーミ ネイ タ  ＜CR＞＜LF＞ （出荷時＜CR＞＜LF＞）  

エラー・コード  送信しない（出荷時は送信しない）  

タイム・アウト  300ms  （出荷時300ms）  

PC－980l：ボーレイトを設促します。  

次のようにヤイ・イソしてください○   

匝＝切回 匡可  

回匝］回［司［匹］   

匝】圧＝匡司（600ポー）or匝】回［亘司（2400ムー）or   

匝】匡巨匠司（4800ポー）  

e．プpグラム例  

木プpグラムは、まず【TAtlE”をおこない¶READ－Iコマンドを送出し、   

安倍したデータを画商に表示します。（FOR PC－9801）  

着1 10  0PEⅣ¶COM：E71NN“AS ＃1   

★2  20  FOR I＝1TO lOO：NEXT I  

30 ．PtもINT ♯1．【TARE∵   

40  FOR I＝1 TO lOO：NEXT I   

50   PRINT ♯1．qREAD竹   

60  INPUT ♯1，HD＄，DT   

70  PRINT 比D‡．DT   

80  CLOSE   

90   玉〉ND  

★lIIC－20の場合、  

≠  
10  0P宜N椚0叩，♯1．■COMO：（37E15）【   

15  0P宜N－Ⅰ岬．♯2，－COMO：”  

（600ポー）  

としてください。   

★（37E15）で600ポー、（57E15）で2400ポー、（67E15）  

で4800ポーとなります。  

★2 ′くプファをオープソした後、必ずディレイルーチソを入れてください；  

★3 dTAllE－コマソド送出擾、必ずディレイルーチソを入れてください。  

書4 HC－20の幼合、INPUT＃2．HD‡．DTとしてください。  

CでRL  

同時に  

HC－20：ここでの設定は必要ありません。ボーレイトの設定は、プログラ  

ム中で行ないます。  
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第3章 保守・注意  
MEMO   

3－1すべての表示の連続点灯   

天びんを長時間使用しない時などには、表示に明るさのむらがでることがあります。   

このような場合にすべての表示を遡航的に点灯して明るさに、むらのない表示にも  

どすことが可能です。  

何の衷示もされていないとき、または  クーr斤化  と襲示されている状態で天  

びんの辞面（図2）のディップ・スイッチ軋5をONとしてから  キイを押  

して下さい。  

ディップ・スイッチ‰5をOFF・とするまで、すべての表示が点灯し続けます。  

OFFにすると小数点を除いて消灯し、内部での測定値が安定した銀盤盤衷示がで  

ます。  

3－2ヒューズの交換  

耶を供給しても蘭キイ右上めラソブが点灯し帥ときは、闇ヒューズを   
チ諷ククしてください。  

（1）電源を切ってください。  

（2）ヒューズ・ホルダーをはずします。（押しながら回す）  

ヒ1－ズが切れていましたら新しいヒューズ（0．写㌻A、タ・イムラグ）と交換し、  

れレターにしっかり入れてくださヤ、○  

（ホ／レダーは右に900回ります。）  

（3）交換後、再びヒューズが切れた場合は、修理を依頼してください。  

3－さ 手入れ方法   

必要に応じて計盈皿、天びん本体の汚れを拭いてください。   

シンナーなどの溶剤等の使用は避けてください0  

3－ト取扱い上の注意  

（l）天びんは精密機器です。不寧なカあるいはシ．ロックを与えることは避けてくだ  

さい。  

（2）本体に不具合が生じたとざは、もう1度この説明沓をお読みになった上で電源  

の状態、スイッチの操作等をお確かめください。  
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